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幌満カンラン岩体のコランダムを含む塩基性岩の成因とその重要性

Petrogenesis of corundum-bearing mafic rock from the Horoman Complex: implications
for P-T history of the peridotite
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北海道幌満カンラン岩体のコランダムを含む塩基性岩の成因を検討した．その結果，コランダムを含む鉱物組

み合わせは，それが火成岩として形成された圧力条件よりも高圧条件を被っている証拠であることがわかった．ま

た，この岩石がかんらん岩に含まれていることの意義を議論する．


